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Summary

　Cut　rose，（Rosa　hybrida　L，）flowers　were 　placed　in　half
−

strength 　of 　electrolyzed 　anode 　water

（EAW ；pH　29 ，26　mg ・liter
− Iavailable

　chlorine）to　test　the　effect　of　EAW 　on 　the　 vase 　life，　EAW 　was

gcnerated　by　 electrolysis 　Gf 　an 　 aqueous 　KCI 　 solution ．　The 　fiowers　 were 　placed　in　EAW 　under 　thc
lighting　condition

，
　its　 effect 　 was 　larger出 an 　 or　 similar 　to　those 　by　 several 　commeTcially 　available

preservatives，　Thc　half−strength　EAW 　adjusted 　to　pH 　50r　6　 extended 　the　vase 　life　of 山 e　roses 　as

much 　as　that　with 　aq ロeous 　HCI 　solutions （pH 　20T 　3）．　Three　days　 after 　treatment
，
　no 　bacteria　 were

detected　in　these 　test　 solutions ，　These 　resuhs 　suggest 　that　the　effect　of　EAW 　on 　the　vasc 　life　of 　cut

roses 　is　due　to　sterilized　action　by　low　pH　and 　chlorine 　compounds 　such 　as　hypochloTous　ac 呈d．

Key　Words ： cut 　Tose 　flowers
，
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緒　　言

　切 り花の 鮮度保持剤に は，生産者 が収穫後出荷 に先立

っ て 使用す る前処理剤や，流通段階や小売店，消費者 な

どが利用す る後処理剤が あ る．こ の う ち，代表的な前処

理剤で あ る チ オ硫酸銀錯塩 （STS）は カ ーネーシ ョ ン な ど

に は有効と され る が ，バ ラ で は効果が な い こ とが 報告 さ

れて い る （大川 ら，1995）．一
方 ， 後処理剤に は殺菌剤 ， 栄

養剤，ホル モ ン 剤，界面活性剤な どが含まれて い るが，対

象 とす る切 り花に よ っ て こ れ ら の 組 み 合わ せ を変え て 使

用す る必要が あ り， 汎用性に欠け る面が あ る．

　近年，電気分解 した水の 有効利用に関す る検討が活発

化 して お り，陽極側の 水 （陽極水）は強い 殺菌作用を示す

こ と が報告 さ れ て い る （Nakagawara ら，1998），こ れ ま

で ，電気分解陽極 水を切 り花 の 鮮度保持に 適用 した報告

（澤 ら ，
1996）は あ る が，シ ョ 糖な ど との 併用に よ る効果

で あ り，電気分解水の み の効果に つ い て の詳細な検討は

な さ れ て い な い ，そ こ で ，本研究 で は 電気分解陽極水 自

体 の バ ラ切 り花に 対 す る花持ち延長効果 と そ の 要 因 に つ

い て検討 した ．

1999 年 8 月 20 日　受 付．2000年 1月 19 日　受理，

材 料 お よ び 方 法

実験 1．電 気 分解 陽極 水 が バ ラ の 品 質 保 持 に

　　　　及 ぼ す 影 響

　供試 した バ ラ （Rosa　hybrlda　L．‘
ロ
ー

テ ロ
ーゼ

’
）は ，

Yamamoto ら（1994）の 分類 ス テ ージ 2 で鮮度保持剤を使

用 して い な い もの を 1998年 2月 19 日，採花後 48 時間以

内に市場よ り入手 し，長さ を 50cmに揃え た．

　まず，強酸性電解水生成器 （旭硝子 エ ン ジ ニ ア リ ン グ，

隔膜式 OASYS 　Bio　OW −Ol）に 電解質 と して 塩化 カ リ ウ

ム を添加 して作製 した 陽極水 を原液 （pH 　2．7，0RP 　1，325
mV ，　 K ＋

：370　mg ・liter
’i
，　Cl

−
：338　mg 　・　liteT

−1
，有効塩

素 ：52mg ・liter
−1
）の ま ま ， 地 下水 （pH　7．5，0RP 　448

mV ，　K
＋

：4mg ・liter
”i

，　 C1
−

：6mg ・liteT
−1
，有効塩素

：ND ）で 2倍希釈 し た 陽極水（112陽 極水 ，
　 pH　2．9

，
0RP

1，297　mV 　，　 K ＋

：185　mg ・liter
−1

，　 Cl
−

：169　mg 　・　liteT
−i

，

有効塩素 ：26mg ・liter
−i
），地下水で 10倍希釈 した陽極水

（1110陽極水 ）お よ び 地 下水を そ れ ぞ れ 生 け水 と して 用

い ，後述 の 環境条件 （a）下で バ ラ切り花の花持ち延長効果

を検討 し，電気 分解陽極水の 適正 な希釈倍率を求め た ．

　上述の 実験に よ り決定 した適正 な希釈倍率 の 電気分解

陽極水 （こ こ で は 1！2陽極水 ）を用 い ，市販 の 鮮度保持剤

（前処理剤お よ び後処理剤 ），塩酸や 塩化 カ リ ウ ム を 用 い

て pH やカ リウ ム 濃度を 112陽極水と同等に調整 した 生 け

水を そ れ ぞ れ対照区 と して 品質保持期間を比較し た．前
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処理剤に は ，
コ
ー

ト
ー

フ レ ッ シ ュ
バ ラ （甲東，有効成分 ；

殺菌剤，栄養剤 ）100倍希釈液およびク リザ
ール （ク リ

ザ ール ジ ャ パ ン ，有効成分 ：硫酸ア ル ミニ ウ ム ）500倍希

釈液を用 い ，温度 7℃，相対湿度 90％ ， 暗所下 で各 4 時

間処理を行 っ た後，そ れ ぞ れ地下水に生けた．後処理剤

に は ， フ レ ッ シ ュ キープ フ ラ ワ
ー

（フ ジ製糖，有効成分 ：

糖 有機酸）50倍希釈液，リピート（大正製薬，有効成分 ：

糖，殺菌剤 ）50倍希釈液，イ キ イ キ （ジ ョ ン ソ ン トレ
ーデ

ィ ン グ，有効成分 ：糖 ）40倍希釈液および華 の 精 （パ レ ス

化学，有効成分 ：糖，殺菌剤 ）50倍希釈液を用い た．前処

理剤お よ び後処理剤 の 希釈 に は す べ て 地下水を使用 し，試

験時の 環境条件は以下 の 3条件と した．な お，前処理を行

っ た際に は 全試験区とも上述 の 暗所条件下に 4時間保持

し た．

　（a）温度 25℃ （明期 ），20℃ （暗期 ）， 相対湿度 50〜55％

光量子束密度 95 μmol ・m
−2 ・sec

−1
，明暗期 12 時間

　（b）温度 10℃一
定 ， 相対湿度 80−90％，光量子束密度 20

Pt　mol ・m
−2 ・sec

−1
，明暗期 12時間

　（c）温度 10 ℃一定，相対湿度 80−・90％，暗所下

　切 り花は各生け水 4　literを入 れ た ポ リ容器に 20本ず つ

挿 し，品質保持期間 の 評価は，ベ ン トネ ッ ク が発生 した

日 ま で とした ．

実験 2．バ ラ 生 け 水 の pH が 品 質 保持 に 及 ぼ す

　　　　影 響

　供試 した バ ラ は実験 1と同条件の もの を 1999年 2月 12

日，市場より入手 し，長さを 50cm に揃えた．生け水と

して 112陽極水 ， 地下水 ， 希塩酸を用 い て pH を 2，3，4，

5 お よ び 6に調整 した地下水 （pH2 例6溶液 ），水酸化 カ リ

ウ ム 溶液を用い て pH を 5および 6に 調整 した 1／2陽極水

を用 い ，実験 1の （a）条件下に設置し た．そ の 他の 試験条

件お よび評価方法は実験 1と同様で あ る．

Tab ］e　1．　Effect　of 　yarious 　solutions 　on　thc　vase 　life　of 　cut 　rose

　 　 　 　 flowers．

Vase　life（days）
z

実験 3．バ ラ 生 け水中 の 生 菌 数

　高圧滅菌処理 した三角フ ラ ス コ に，地下水，112陽極

水，pH　2卿6溶液および 1！2陽極水 （pH　5お よ び 6）を 300

ml ず つ 入れ，そ れ ぞ れ切り花 2本を挿 し， 実験 1の （a）条

件下 に設置 した ，3 日後に各生け水を採取 し ， 好気性生菌

測定 プ レ ート（住友 3M ）を用 い て ，32℃，48時間培養後

の コ ロ ニ ーを数え ， 生菌数と した，

Treatment

（a） （b）

Well　water
1！2Anode 　water

pH　2．9　solution

l85PPm 　Potassium　solution

185ppm 　Potassium　solution （pH 　2．9）
Koto 　fresh　bara（pulsing　solution ）

Chrysal・−RVB （pulsing　solution ）

Fresh 　keep　flower（vase 　solution ）

Repeat（vase 　selution ）

Ikiiki（vase 　solution）

Hana 　no 　sei （vase 　so 且ution ）

4．2 ± O．2dy
7．0 ± 0．3b
65 ± 0．2b
3．9 ＝ 0．1d
5．2 ± 0．3c
5．1± 0．3c
5，3 ± 0．3c
5．7 ± 0．2c
6。8 ± 0．5b
6．5± 0．2b
8．4 ：ヒ 0．2a

15．7 ± 0．5de
2L7 ± 0．3a

19．7 ± 0．3b

12．6 ± 0．6f

17．1 ± 0．6cd

14．9 ± O．60

14．3± 0．6e
15．7 ± O．6de

19．4 ± 0．6b

2L2 ± 0，6a
ユ7．5 ± 0．7c

結　　果

実 験 1．電 気 分 解 陽 極 水が バ ラ の 品 質 保 持 に

　　　　及 ぼ す 影 響

　電気分解陽極水 の 希釈倍率 と 品質保持期間と の 関係 を

検討 した結果，陽極水原液 で は葉 や花の枯死 が 見られ，品

質保持期間は地下水と ほ ぽ 同等 で あ っ た ．また， 112陽

極水 と 1110陽極水で は ，
112陽極水の 方が 約 2 日間保持

期間が延長 した （デ
ータ省略 ）こ とか ら，以後 の 試験に は

1／2 陽極水を使用した．

　温度が高 く，光量 の 多 い 条件下 （環境条件 （a））で の 品質

保持期間は 112陽極水 で 7．0 日と地下水の 4．2 日に比べ て

延長 し，ま た，華 の 精以外 の 市販の 鮮度保持剤 に 比 べ て

も，同等以上の効果が 見られた．ただ し，pH　2．9溶液 の

品質保持期間は 6．5 日 と 112陽極水に 近 い 値 で あ っ た （第

1表（a））．

　温度が低 く，光量 の 少な い 条件 （環境条件 （b））で は ，

lf2陽極水で の 品質保持期間は 21．7 日と，環境条件 （a）の

場合に比べ て延長 し た が，全体の傾向は第 1表（a）の 場合

と同様で あ っ た （第 1表 （b））．

　10℃ の 暗所下で ，
112陽極水，地下水お よ び pH 　2，9溶

液で の品質保持期間を比較 した結果，112陽極水で は約

24 日 と，地下水や pH 　2．9溶液 と同等で あ っ た （デ
ー

タ省

略）．

実 験 2．バ ラ 生 け 水 の pH が 品 質 保 持 に 及 ぼ す

　　　　影響

　pH45 および 6溶液で の 品質保持期間は 4．4−4．8日と地

下水と同等で あ っ たが，pH2 および 3溶液で は 6．0・’6．2 日

と，112陽極水と近 い 結果で あ っ た ．pH を 5お よ び 6 に

調整 した 112陽極水で の 品質保持期間は 6．9・・7．0 日と，

112陽極水と同等 で あ っ た （第 2表 ）．

実 験 3．バ ラ 生 け水 中 の 生 菌 数

　地下水 ， pH4．5および 6溶液で は試験開始 3 日目の 生 け

水中の 生菌数 は約 106CFU ・ml
’i

で あ っ た．一方，112

陽極水，pH 　2溶液，　 pH　3溶液 ，　 pH を 5 および 6に 調整

した 1！2陽極水中で は，菌は 全 く検出されなか っ た （デ
ー

タ省略）．

2Cut
　rose 　flowels　were 　kept　at　25 ℃ （1ight）

−20℃ （dark），50
−55％

爬1・ti・・h皿 晦 舳 95 μm ・1・m 乳 就
1
  ご    （12h・

・day
−1
）

（a）or　at　10℃，80−90％ relative　hロmidity
，
with 　20 μmo1 ・m

−2 ・

s 
一lirradiance

（12hr
・day

−1
）（b）．

考　 　察

　今回の 検討結果 で ，陽極水原液を生 け水と した場合に

は陽極水中の塩素化合物 の 濃度が高す ぎる た め に 生理障

害が 生 じ，枯死が促進 さ れ た と考え られ る．また，112陽
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一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

522 土井元章 ・胡　欲暁
・今西英雄

Table　2．　 Effect　of 　pH　on 　the　vase 　life　of 　cut 　rose 　fiowers．

Treatment Vase　life（days）
z

Well　water （pH　7．5）
1！2　Anode 　water （pH 　2．9）
pH　2　solution

pH　3　solution

pH　4　solution

pH　5　solution

pH　6　solution

1！2Anode 　water （pH 　5）
1！2Anode 　water （pH 　6）

4，3 ± 0．1dy
6．7 ± 0．2a
6．0 ± 0．2b
6．2 ± 0，lb
4．8 ± 0．1c
4．4 ± 0．1cd
4．7 ± 0，1cd
7．0 ± 0．2a
6．9 ± 0．2a

zCut
　rose 　flewcrs　we 爬 kept　at　25℃ （1igbt）

−20℃ （dark），50
−

55％ relative 　hurnidity，with 　95 μ mol ・m
−2・sec

−1
　irradiance

（12hr・day
−L

）．
yEach

　value 　denotes　means ± S．　E，　of 　20　flowers．　Different
letters　represent 　significant 　differences　by　Duncan’s　multiple
range 　test　at　5％ leve1，

極水 に よ る 品質保持期間 の 延長 は暗所下 で は 見 られ な か

っ た こ とか ら，陽極水に よる効果発現 に は，光に よる吸

水促進が 重要 と考え られ る，

　バ ラ の 萎凋要因 に は細菌 の 繁殖が 関与 して お り，生 け

水中の細菌数濃度が 106　CFU ・ml
−1

以上 で は品質保持期

間が著 し く短 くな る こ と （Jones・Hill，1993），バ ラ で は生

け水中 に増殖す る Pseudomonas 属に よ っ て 品質保持が低

下す る こ と （Zagory・Reid，1986）が報告され て い る．ま

た，細菌に よ る導管閉塞が起 こ る機構 と して ，細菌が導

管内に蓄積す る こ と （van ・Doorn ら，1989；van 　Doorn ら，

1991）や，細菌の 分泌産物あ る い は細菌 に よ り分解され た

植物由来の 多糖類 が 導管内 に 蓄積す る こ と（Lineberger・

Steponkus，1976）が報告 され て い る．　 van 　Doorn　・　Perik

（1990）は バ ラ 切 り花 で，pHを 3まで 低下 させ る と細菌 の

繁殖が 抑え ら れ，導管の 閉塞が起こ ら ない こ と，さ ら に，

塩素系化合物は バ ラ 切り花の 茎内の 細菌数の 増加を抑制

す る こ と （van 　Doorn ら，1990）を報告 して い る．今回 の

結果 で ，溶液 の pH が 5〜6で あ っ て も 112陽極水で あれ ば

品質保持期間の 延長 が 見 られ た が，pH　5・・6で は 陽極水中

の 主要な有効塩素成分は次亜塩素酸 （HC10 ）で あ る こ とが

報告さ れ て い る （Nakagawaraら，1998）．こ れ らの こ とか

ら，陽極水に よ るバ ラ切 り花の 品質保持延長効果 に は，こ

の 水の 低 い pH および次亜塩素酸が大きく関与 して い るも

の と考え られ る．

明所下 に お い て は顕著な 品質保持期間の 延長効果 が確認

され ，こ の 効果 は市販 の 鮮度保持剤 と 同等以上 で あ っ た ．

ま た， 112陽極水に よ る効果 は pH 　2−3 溶液お よ び pH
5〜6 に 調整した 112陽極水と ほ ぼ 同等で あ り，3 日間 の 処

理 に おい て こ れ らの 生 け水で は細菌が検出され なか っ た ，

以上 の こ とか ら，陽極水に よ る品質保持期間の延長に は

低 い pH お よ び次亜塩素酸 に よ る殺菌作用 が 関与 して い る

こ とが示唆され た．

摘 　　要

　電気分解陽極水が バ ラ切 り花 の 花持ち延長に及ぽ す効

果 と そ の 要因に つ い て検討 した ．

　強酸性電解水生成器に塩化カ リ ウ ムを添加 して 作製 し

た陽極水を 2倍希釈 し（112陽極水 ），生け水と し た場合，
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